
 

 

 今年も卒業式、入学式の季節となりました。長引くコロナウイルス感染状況により、残念ながら、セレモニー

も例年より縮小して実施される予定です。ただそのセレモニーの中でも欠かせないのが、「校歌斉唱」ですね。 

 蔵王小学校の校歌は、 

 作詞 葛原 しげる（くずはら しげる） 作曲 弘田 龍太郎（ひろた りゅうたろう） 

 により作られました。昭和2年（1927年）3月とのことです。 

 葛原先生（1886～1961）は、ご存じの方も多いと思いますが、「ニコピン先生」と呼ばれ慕われた神辺町

八尋出身の先生です。戦前、戦後を通じて 3000 以上の童謡を作詞されました。中でも「夕日」は「ぎんぎん

ぎらぎら夕日がしずむ」の歌いだしではじまる有名な歌です。 

また、全国で約 400 校の校歌も作られており、蔵王小学校をはじめ、福山市内でもたくさんの校歌が先生に

よって作られています。 

 弘田先生（1892～1952）は高知県生まれで、1920年頃より多くの作品を書き、「叱られて」や「浜千鳥」

など有名曲を作曲されました。ベルリン留学後、母校の東京音楽学校の教授となられました。 

 さて、在校生はもちろん、卒業生のみなさん、学校関係者のみなさん、今でも蔵王小学校の校歌は、口ずさめ

る方も多いと思います。その歌詞が、制定時と変わっているというのは、ご存じでしょうか？ 

下にあるのが、今とは異なる以前の歌詞です。1番2番が一部、3番の大部分の歌詞が今と異なります。以前、

小学校の歴史でお伝えしたとおり、昭和31年（1956年）10月に福山市に編入され、市村から蔵王町に変わ

り、名前も蔵王小学校になりました。それに合わせ、昭和34年（1959年）3月に改作されたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵王小学校校歌について  

出典：かんなべ文化振興会葛原校歌編集委員会「葛原滋作詞校歌集」、蔵王はね踊り保存会「蔵王のはねおどり 市村からの語りかけ」 

 

【現行の蔵王小学校校歌】 


